
荷役済 82ω1151(代}
湖総支所 88-2 I 1 1 
滋稔重量主筋槌句G8 2 8 
お韓宝長野斡ー 2358
水道怒腕ω3111(性}
中央公然強 82-G 5 1 5 
場人議桂信ンター槌-0123

我孫子市役夜
宿主義公窓会滋縁

53/~量殺直ゃ
r
i
b

ひ、あ

j
道
青
山
線
が
今
秋
に
開
通

布
佐
@ 

額491号

〔事選終3(年7月31自第3t重量事室主物認可〕

会
糟
柚
品
約
で
機
能
拠
品
別
な
金
滋
し
や
す
い
徽

づ
く
り
同
抽
選
絡
の
勧
銀
融
湖
い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

滋
践
は
受
滋
の
た
め
紋
お
ち
ろ
ん
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
自
動
繊
の
数
は
飛
騨
締
約
に
携
え
、

人
間
持
が
し
め
泌
さ
れ
て
い
る
波
状
ル
依
然
る

と
、
ふ
た
た
び
滋
絡
の
拷
つ
俊
晶
却
で
あ
る

人
と
泰
げ
が
共
用
問
で
き
ゐ
潟
冷
取
り
か
え
袋

一
な
け
れ
ば
と
忍
う
の
で
す
@
結
刊
に
世
間
後
の

ゑ
洛
と
切
り
綴
せ
な
い
間
闘
滋
3
5
5恒
常
d

綿
綿

(
成
組
側
街
道
}
H
M
A
胤
間
同
校
時
港
の
網
開
滋
に
鋒

い
一
緩
交
通
綴
が
滋
加
す
る
と
予
却
却
さ
れ
争

こ
れ
を
金
鍾
優
先
mw
滋
制
服
と
し
て
腕
補
修
す

る
た
め
に
は
品
捕
に
も
幹
線
道
路
島
a
的
げ
る
必

婆
伎
が
品
止
ま
れ
て
お
り
、
制
刊
掛
税
制
問
治
い
に

T
山
樹
輸
が
幾
め
ら
れ
て
い
る
や
叩
依
・
織
縄
出
掛
臓

の
開
開
通
が
制
閣
待
さ
れ
て

道

我孫子市都市計翻送路

波出家出叩口Hやふ
掛
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東
西
に
繍
緩
い
地
出
貯
に
終
線
淡
路
が
で
、
ニ
の
ま
ま
で
は
将
然
、

3
8
6
号

i
本
附
図
滋
3
5
6
噂
織
的
交
通
置
の
織
が
身
動
き
で
き
な
い
滋
帥
聞
に
な
り
、

滋
柏
崎
は
散
し
く
を
る
一
方
で
す
B

排
気
汀
ス
と
総
務

r市
民
を
恋
し
め
る

協
同
際
線
的
則
寸
昨
日
わ
れ
た
点
滅
枯
臨
調
附
査
と
と
ぷ
な
る
こ
と
が
終
処
に
予
泌
で
き

に
よ
る
と
、
制
昭
和
引
い
等
比
四
月
に
上
下
率
ま
す
a

緑
町
総
燃
料
棋
は
1
万
4
3
2
2
A
M
で
し
こ
れ
を
総
油
制
す
る
た
め
に
は
、
志
向

だ
が
今
格
的
4
n月
に
は
Z
万
3
5
4
8

を
必
泌
す
る
ど
け
の
総
動
車
が
他
の
道

合
と
i
年
半
的
織
に
1
・
7
倍
時
的
即
日
V

協
を
走
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
殺
も

を
見
せ
ま
し
た
悶
こ
札
は
協
和
判
部
に
有
効
で
す
令
市
佐
・
青
山
崎
慨
は
布
佐
か

粗
削
資
し
た
数
字
向
2
的
慣
を
上
回
出
る
も
の
わ
初
制
限
叫
沿
い
に
都
内
山
内
街
道
6
号
線

i
J

を
結
ぶ
も
の
ぞ
、
縦
7
問
、
舟
一
夜
約
れ

一

キ
m
M

メ
i
ト
凡
で
す
e

工
事
詩
総
務
に

一
滋
み
今
秩
日
月
に
綴
叫
躍
す
る
見
滋
し
で

一
す
。
ま
た
、
布
伎
町
膏
出
線
合
札
の
斡

一
線
と
す
れ
ば
率
的
幹
線
と
し
て
都
中
市
計

一
際
送
時
間
3
‘
s'
泌
号
線
が
あ
り
求
十
。

一
千
災
級
淡
い
に
作
ら
れ
る
心
と
に
な
っ

一
一
て
い
ま
す
が
、
千
四
民
総
後
続
下
木
波
浪

…
一
事
と
め
い
綾
ι
料
品
い
も
あ
へ
ま
ど
翁
宇

ニ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
i

一

こ

の

2
本
め
滋
協
が
完
成
し
た
時
‘

一
転
た
だ
M

附澄
3
5
6
守
綿
糸
議
議
道

一
終
止
し
て
安
心
し
て
持
続
で
き
る
の
で

…
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ω

一
際
が
織
る
と
団
地
ん
ζ
尉時

ζ
ん
な
道

一
路
は
国
間
り
も
の
で
す
の
道
路
山
田
幾
は
銃

一
実
に
藩
々
と
緩
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
京

一
線
紙
税
械
で
市
・

1
%、
総
蜜
豆
地
で

…
出
句

3
%が
繍
幾
淡
み
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、

1
0
0
%を
82守
し
て
い
か
な

け
れ
ば
を
り
ま
せ
ん
。

市
内
で
絵
も
大
き
な
遊
帥
聞
は
関
滋
6

号
線
で
す
の
休
践
と
も
な
る
と
率
的
織

は
途
切
れ
る
事
}
と
が
な
く
川
問
機
は
段
常

務
総
事
α

そ
れ
と
い
う
の
も
綴
戸
海
遊

点
か
ら
東
は
4
単
線
か
ら
2
単
線
と
な

る
こ
と
民
間
同
聞
が
あ
ワ
そ
う
℃
す
a

留

で
は
年
次
出
肝
機
を
た
て
今
年
度
は
終
純
明

交
義
点
付
出
礼
的
捻
悩
走
行
い
ま
す
。
柴

崎
持
拡
繍
工
事
が
行
わ
れ
る
地
場
所
は
県

議
内
務
悼
師
、
殺
孫
子
制
時
が
延
長
さ
れ
後

続
す
る
柏
崎
ぷ
で
す
s

州
側
檎
我
孫
子
織
は
や
災
大
僑
を
絃

え
市
役
街
下
か
ら
総
選
3
5
6惨
絡
ま

で
め
滋
路
で
、
抽
間
借
明
暗
習
的
問
臓
か
ら
ふ
泉
を

炊
け
業
餐
緑
町
下
を
〈
寸
っ
て
間
関
滋
6

号
線
ま
で
一
約
1
・
2
同
夜
祭
γ
一
療
が
行

わ
れ
て
お
9
来
年
4
月
は
は
緩
定
的
に

勝
通
で
き
る
気
泌
し
で
す
。
こ
の
淡
路

に
よ
っ
て
6
琴
線
と
手
資
制
的
以
南
附
的
交

泌
が
償
制
刊
に
な
る
紀
け
で
な
〈
、

6
琴

線
と
3
5
6珍
紬
略
的
交
一
滋
鼎
臓
が
級
制
刊
き

れ
る
も
的
と
酬
明
持
さ
れ
て
い
ま
す
@

議
同
時
づ
く
り
は
総
づ
く
ワ
の
基
本
で

す
。
総
も
が
診
し
や
す
い
衡
を
つ
〈
る

た
め
に
道
路
を
計
溺
燃
を
も
っ
て
鮭
機

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
選
も
繍
畿
し
ま
す

制
執
滋
帥
聞
も
止
の
品
隅
件
に
合
え
ば
、
所

出
掛
い
い
綴
給
し
て
い
る
も
の
a

(

公
共
、

公
談
施
設
に
泌
じ
た
滋
路
も
総
め
ら
れ

ま
す
〉mw現
在
、
不
特
総
省
ダ
載
内
入
が
制
刊
附
崩

し
て
い
る
叙
滋
で
、
将
来
も
滋
副
首
外

的
際
的
問
じ
使
用
し
な
い
も
的
“

ω所
有
抽
憎
翁
内
工
事
象
諾
が
世
押
ら
れ

る
も
の
。
山
山
下
心
事
再
交
燦
に
な
る
物
件
が
な
い

こ
と
a

。
申
淡
に
必
闘
世
な
密
隔
制

的
貼
霞
岡
山
・
平
岡
附
閥
・
会
館
内
世
帯
し
6

登
記
簿
勝
本
竜
私
滋
工
事
ゑ
鋭
機

。
胸
中
銃
一
期
間

昭
和
路
年
6
m丹
波
M
U
か
ら
6
月
訪
日

。
問
問
脅
わ
せ
先
土
木
幾
傍
線
係
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総
む
E
ヘ
減
世
間
ふ
比

4

本
山
M

ゴ
寸

j
/
寺

A
u
j
a
昌
明
き
"

乳
捜
菌
飲
料
給
甘sz'''' 

~
お
芸
品
、
長
年
に
わ
た
り
雲
童
書
寄
与
さ
れ
た
人
と
し
て
〆

一
絞
殺
怒
れ
、
か
っ
、
健
康
で
安
ら
か
な
全
然
必
然
嫁
さ
れ
て
い
ま
す
。
…

一
こ
れ
は
、
滋
人
減
祉
法
的
基
本
理
念
で
も
為
り
ま
す
悶
日

一
市
で
は
、

4nか
ら
吋
恋
人
謡
栓
愛
読
史
的
一
説
税
務
総
K
4れ
純
持
制
問
欽
一

一
科
」
給
付
事
い
新
た
に
ス
タ

i
ト

さ

せ

ま

し

だ

一

一
こ
円
単
品
識
は
、
ひ
と
ワ
経
し
の
お
年
寄
り
等
が
、
よ
り
淡
い
機
淡
め
も
ん

'
と
で
日
常
生
滋
を
没
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
縦
波
で
す
。
一

川

ん

/

シ
や
か

モ
ち
す

シ
あ
で

モ
ば
気

4
お
一
死

制
度
ス
タ
ー
ト

び
と
り
w
w
し
内
お
年
寄
り
、
ま
た
は

お
年
寄
り
だ
け
の
依
新
で
、
銭
的
人
と

の
交
流
が
あ
ま
り
な
く
、
身
仲
仲
上
、
掛
町

境
上
連
絡
を
必
要
と
す
る
と
換
に
も
現

在
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
織
料
で

貸
手
す
る
制
制
度
で
す
。

V
申
込
み
各
地
区
町
民
生
委
員
事
ん

に
市
申
し
込
む
か
‘
福
祉
事
務
所
へ
療

後
申
怖
附
し
て
下
各
い
。

wv
後
必
附
均
約
削
川
蝉
問
与
を
受
け
た
方
に

必
饗
に
応
じ
域
紛
紛
問
問
を
行
な
い
.

各
種
向
山
朝
銭
ご
と
事
泌
総
等
を
鴻
L

福
祉
の
増
滋
を
問
問
ぜ
ま
す
。

V
電
話
使
用
地
科
議
本
料
金
と
泌
総
料

〈

7
9
0
mま
で
)
は
‘
中
間
が
仇
M
M
M

L
事
寸
。

誠
二
丹
波
話
的
資
お
ザ
ル
」
受
け
る
戸
}
と
が

一
み
吋
ひ
と
り
判
押
し
mw
お
年
寄
り

と
は
.
次
的
内
wet
伐
に
該
当
す

る
方
で
ナ
e

受
お
に
臨
抽
往
し
、
住
民
基
宏
議

円
い
緩
徐
き
れ
て
い
る
中
川
、

金
附
得
税
金
糊
剛
健
ら
れ
て
な
い
有

③
明
引
に
祇
悩
み
ゑ
刊
し
な
い
方
ι

ひ
と
り
暮
し
の
お
年
姿
。
で
、
柏
陥
内

人
と
の
交
出
向
が
あ
ま
り
な
く
密
な
域
内
側

ル
一
会
終
ξ
す
る
方
向
健
廉
増
滋
を
阿
る

こ
と
を
問
時
的
と
し
た
制
度
で
す
。

wv
申
込
み
各
地
際
的
問
問
金
返
員
さ
ん

に
申
し
込
h
M
か
、
制
問
従
事
務
所
へ
直

接
申
消
し
て
下
然
、
勺

wv
給
付
乳
戯
曲
幽
飲
料
付
内
総
品
目
は
、
従

接
手
法
し
に
で
行
な
い
ま
?
"

協
峨
骨
」

A
W
2
つ
め
劇
中
止
の
詳
細
に
つ
き
ム
法

し
て
拭
.
制
聞
社
事
務
所
福
祉
高
山
へ
お

問
問
い
合
せ
下
草
い
。

位

〈

m
M
)
1
1
5
1

山内線
2
4
5

交
途
半
殺
は
、
抽
出
入
~
}
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん

a
-入
I
人
が
交
通
ル
i
ル
全

学
つ
ど
4

ば
鴻
絞
殺
に
努
め
ま
L
之、フ。

府
民
油
断
中
仏
倒
的
総
生
は
も
ド
ラ
イ
バ

i

的
資
江
口
け
ぞ
は
な
く
、
銭
転
車
や
宇

行
者
的
不
淡
島
品
、
ル
!
ル
滋
淡
な
ど
に

よ
る
事
政
が
品
械
を
絞
ら
ま
せ
ん
c

内
円
転
車
に
よ
る
ん
交
必
事
終
的
、
っ
ち
約

閉
山
%
が
宍
転
車
将
用
者
向
附
に
も
資
任

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
校
時
叫
的
構
品
問

日
月
1
告
か
ら
赤
十
字
運
動
月
間

こ
の
逐
動
は
、

5
月
1
Uか
ら
6
同
月
号
平
赤
十
字
社
内
容
業
は
、
機
織
的
騨
占
討
議
法
や
P

救
鼠
淡
な
ど
の
滅
期
間
、

鈴
詰
ま
で
の
2
ヶ
月
間
、
高
…
紫
む
な
投
書
品
開
と
と
も
に
国
内
に
お
い
て
草
川
閥
的
懇
成
な
ど
、
私
迷
宮
支
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月

火

ヌ民

V
だ
し
で
す
。
ニ
れ
に
つ
い
で
怒
号

関

関

悶

悶

惜

別

袋

サ

ロ

ン

関

岡

闘

関

関

関

務

民

サ

ロ

ン

悶

悶

悶

閥

幽

盤

鶴

市

民

サ

ロ

ン

箇

翻

題

関

盤

無
視
、
↑
骨
折
淡
授
が
み
撃
す
臨
め
て
お

日
い
れ
い
い
れ
い
は
ぺ
清
司
高
知
県
構
多
郡
大
富
山
い
れ
れ
訪
日
一
副
新
劇
H
N
H
K

分
析
で
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
て
大
半
門
事
故
品
止
て
き
る
め
て
ま

m
g
s
i
お

染

め

る

。

rr封
印
げ
は
は
け
111
巾止、

べ

。

》

{

…

議

宅

担

撒

閉

山

台

・

西

内

綾

子

ぷ

ん

マ

rluuHHHは
け

1

隅

怖

で

は

、

向

自

転

車

に

よ

る

毒

素

品

な

い

で

し

;

ヵ

エ

一

誼

盟

主

、

員

長

官

子

葉

w

犬
嫁
に
子
供
が
な
い

合
意
す
る
た
め
、
毎
月
白

2
6
1
1け
1
1
1
1
1
J
油
関
d
Hド
島
E

義
は
護
で
人
々
は
お
っ
と
り
、
後
そ
し
て
秋
は
1
年

中

的

最

大

行

場

合

の

遺

産

相

続

転
車
室
内
闘
い
主
的
、
亙
し
い
島
一
川
川
市
川
J

山
什
M

b

g

一

向

鰯

自

目

S

お
お
・
り
か
で
明
?
、
産
系
議
霊
安
秋
繰
り
に
興
じ
、
冬
は
静
か
な
山
内
・
‘
夫
婦
の
倒
に
子
供
{
撃

転

車

宗

主

義

号

、

霊

堂

一

JVAm--丸刈
i
ド
M
V

一
山
関
山
脱
走
護
、
義
景
子
よ
草
寺
主
主
し
、
ハ
ウ
ス
雲
が
織
を
な
が
め
雲
的
訪
れ
を
き
ふ
…
柔
不
も
}
が
な
い
場
合
、
主
主

↑

行

わ

れ

ま

し

た

一

同

明

に

ま

す

と

い

、

フ

も

の

で

て

行

け

し

け

れ

ド

i
L
B
Z的
事
長
波
し
太
平
洋
盛
ん
で
イ

Z

る
き
人
え
が
死
亡
し
た
時
的
霊
童
は
ど
う
を

県
内
で
の
務
総
本
災
事
告
発
生
春
の
交
浦
安
会
議
が
、

4
月
6
日
一
一
戸
に
品
開
わ
れ
惑
絡
を
蓄
に
蓄
し
と
士
ウ
り
義
勺

i
i
i
!寸
パ
什
1
1
1
1
斗
J

あ
る
a

問
る
か
、
寺
内
務

AEV7す
れ
ば
高

状
況
を
見
て
み
る
と
、
養
器
内
で
か
ら
国
語
ま
で
の
昔
前
高
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し
を
い
と
切
取

締
L
て
も
ら
ゑ
9
.

続
途
採
ち
の
度
舎

に
品
比
例
し
て
義
国
恩
人
滋
も
容
栽
な
〈
時
削

減
金
を
よ
り
多
く
必
要
主
す
る
阻
こ
の

微
な
場
合
は
夫
一
様
が
お
互
に
生
き
て
い

る
、
?
ち
に
、
制
相
官
且
に
町
乱
用
問
殺
に
全
対
療

を
信
組
総
書
せ
る
営
内
叫
閣
議
を
し
て
お
〈

と
氾
弟
妨
桂
怖
に
は
遺
留
分
織
品
料
請
求
仲
間

が
な
い
仰
で
‘
兄
崎
明
鈴
舵
揮
は
、
金
銭
は

も
や
り
ろ
ん
叫
町
線
を
分
け
て
も
ら
う
権
利

が
な
い
め
で
、
文
相
り
を
議
わ
れ
る
筋
合

は
余
〈
な
〈
、
却
っ
て
滋
潟
は
つ
い
て

の
紛
争
が
滋
け
ら
札
る
総
集
と
な
る
。

市白院拍制組問閥単

知
日
当
弁
惜
明
会
渡
辺
綴

村
役
み
の
欲
号
も
殺
し
綴
の
ぼ
り
佐
藤
鳴
水

殺
に
凶
聞
と
く
山
線
ト
絞
め
ば
渡
的
花
組
問
削
千
代
女

告
叙
係
金
談
み
し
掴
棋
に
柑
脇
町
一
間
有
脇
町
利
子

行
〈
人
的
車
内
績
給
楽
に
日
凡
え
綴
れ
鈴
本
紀
子

古
〈
な
り
し
墓
に
一
総
沈
]
花
野
口
ニ
う

線
上
げ
の
織
の
ひ
じ
き
や
緩
め
雲
表
汀

締
結
く
楠
唱
え
L
W官
び
磯
町
一
苦
情
倒
林
同
開

処
女
に
も
似
て
し
と
や
か
や
木
及
的
犯
潔
子

務
姻
倒
的
背
広
務
て
お
づ
春
め
戚
石
川
て
る
香

ご
み
綾
城
噌
除
措
に
宛
税
〈
総
草
小
池
政
次

一
暢
れ
の
ケ
i
キ
争
議
に
紅
茶
い
れ
て
ひ
と
号
で
祝

日

ぬ

殺

が

誕

生

時

抑

制

減

税

子

わ
が
失
に
父
的
感
特
知
ら
せ
む
と
か
く
る
電
話
的
機

枇

ん

か

た

く

中

村

議

伎

診
の
い
川
め
搬
に
搾
し
無
し
響
機
こ
と
し
は
花
町
政
き

ゐ

る

ら

む

か

育

関

太

加

開

放
同
輔
の
殺
を
な
つ
か
し
み
柑
現
時
明
hvw中
崎
明
え
い
づ
る
利

回

楠

町

内

織

に

橘

内

線

引

史

江

お
ち
こ
%
に
釣
り
人
た
ち
の
う
づ
〈
ま
り
春
闘
州
事
く

織

的

…

幽

を

欧

〈

四

恨

み

警

正

カ
ラ
カ
?
と
齢
制
き
車
問
た
で
ラ
ン
ド
セ
ル
員
日
た
る
絡

が

燃

に

締

り

た

つ

際

腕

子

代

子

(
寸
務
〉

1
は
淡
台
的
知
く
で
あ
っ
て
何
か
感
と
の

あ
る
様
作
。

2
は
山
内
容
の
鬼
怒
に
作
者
が
と
り
乱
さ

な
い
砧
明
書
が
あ
る
.
3
は
何
年
か
品
別
に
茂
吉
の
縄
線

上
山
州
市
を
訪
問
し
た
作
者
的
線
機
で
題
材
的
政
縫
い

方
が
良
勺

険
診
で
商
儀
後
子
氏
丹
停
を
曲
附
随
員
栄
氏
と
醐
同
り

ま
し
た
の
で
、
お
絡
が
し
て
お
一
止
し
ま
す
。
(
鈴
本
)
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tさ…Jしスマンガ主君主主儀在員長7iliこ 契約811ら18t..，ガ緩ていな

苦きだ。'<5議ガおしりと縦約つだ かっ正さので、絞らー{之内惨殺釘で

が，-不正自主義はだてかえるJ といわ 解約道重要Eをま違法し正さら解約tこな

れ、事選総重量iこ機日7し、f¥t重量の際 り、代金tJ金援返去費杏れ主主争

を災払ってい宗つ正三ω常事絡で殺さ聖 {漆重量〕

王子治。 1契約モヨだら4Eヨ以内双務総燭

9lJ毛主文翠で発送すれd持率約でさき

ます。

工芸当分の建設立監を約機!としないと

あ〈左手、このそFとこ事選総者支Rめら

れるので主主要蓑L-1f.しよう。

乱暴告罪事販務|語、第2主務ガい定まい

にとガ努い1:'.め、襲撃内仁入れる

tご佐frオコり君主ねないこと1J3ちるの

で、事室内こ入れる望書おは注意し

ましよう。
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初弱者のための
テニス教室(軟式〉
験日程 51'寺78(包〉より!jj溺

Eヨ建問、 51QJ 

b隊機 竺子高，9百寺30五うよりIE'f

惨対重量殺余人〈現.!Z:) 

，.会話量李総沼公縫っ十および

湖北台ご3…ト

惨問い合せ渡辺忍宮 (82)1730 

我孫子市軟式事ま主主ワラブ
側聞制帽早4 一一…ーーーー明繭時-，

移動県民スポーツ
妻女護〈柏会場〉募集

気絡にスポーツi二毒事加し、てみま

ぢんだ。重誌では31議。〉スポ…ヅ主主

義援を関緩いさ置すa

きか罪悪罪事 5月12B~ 7F守28B

1>1官幾 祭事安祭40名

が重量尊重 約子持然体鈴鹿自

少量建f甘期鰯 5 Fl4Eヨ~6庶務セ

'f蒔れ〔器等~午後3喜善怒で
1>伺い合投 手長F自然体重著書露

宮箆71符4)9573、堅議事費予省庁f窓際

課スポーツj詩話事係

世C472(23)41GB 

くr欄蜜麟>
防災公主主総では、主義遂事費禁0::資

総生を事著書長していをま守。

1>約書室 lヨ本の近代:Y:学について

I>B隠 密河童義1第3量産菜室ヨ守t告

す善導力ら3隊法で
砂受信 ヨ9B 午言89約より

撃を議問手鶴?ωOf司〉、 丞1寺さき

のうえ中央公E走車窓まで
1>7忠良泌総
修襲遣い合t空 中突立主渓鱈

宮城わ 05-10

~ q 
h 崎嶋崎

や野鳥せ工務室事:o整理堅持会モ

炉待B 問7日〈初日以中jJ- / 労働係書衰のゆ
ゐ接合 ~tl8絞殺きし<.¥ をき等について
午前E主将30分 C9D事9分発パス〉 ¥ 

1>筑間 著書ち護費不問、 ;Oo':.邸内 ?を芸美 101河川、 ぷ判ド九

砂符物産李総，>-欽寺号、手官1':-浅草 間 (')1~lttt'rr.f1 c'-/f'fi1if3'時)(j)脱出

惨盟主装 3叩ほど曾ifず円増持 汁.，)6'i'.みれの封Fu!f、5パ1ちはn
乙ロコもり?どうぞa 鍔がふり紅ヲ fありま祉の Fおられ

や学襲撃沼カウントと織隣会ふ れ-+続ずちゃゾア下。

炉問B 日〈ぞl) 1>潤い合tt !，おうちを3堕辛苦主綴望書

惨事襲合 F町役所中誇ij9B寺 世号471(63) 0245 

電話番§愛鹿(5舟29日から〉
市役所などの電話番号が5悶29日儲から
変わります。
市役所iご怒る忍壱かけても、互選めttの壌をさガ手ィ、 大主主〈ゴi誕惑を

おかけしていりぎいだが、らFl28Bから、震設さき番号き奇一手5守とら

とともに、理霊長もi曽E揺し、 (85) 1111をと、苓ぐ乞市i殺陣?

にかかるように絞りま可。

|躍制覇鴻!
ぷれi草、総ff'1阪でまべての習を給

奇襲Eヨ湧1Jt封智正室で 窃1手ヨ?

莞荏白ける然言書家主支ミ警の現況

を提出して子容い。

1>主義主詳細間 6fヲ守ら308

惨控室泌総括時

6Fヨ58 子百校去を西町

6F16Eき 湖北主主主再

6F守8日 互選"t台三日間
6Fl9日 ツくし警予~所

61'守1t:l~.3 日、 お手ヨ守告B"308

Fお役F持l1illlt事務長寺

b主主要量 53$11'ヨ1絞殺在務孫子
市駅lに住所tJt.主力コ限爆会iこ!謀、

そ())r苦境Hヨガ発行ぜる兜雪接手当売
所得言豪語詩星雲を添1すして下さし九一
b罪遣い合せ 事蓄は事務所}泣会議

世 (82)1151勾栂 2t.g
酬剛剛酬-ー目輔副剛綱嶋網蜘ー句"ーー.嶋崎倫』

愚君主

コミ燐却炉が
m:いていを長ザグ

‘、主主ゴミ記号制こ

カン・プラスデッつま識

の本事建物恋人れないで、

まま88-0664
くクソ悶ンセンター〉

(!学童保宵所 ¥ 
¥ の指導員募集/
小学絞め下校際11う午後68寺きま
で、子供さんとこー誌に話番んでくだ

おる15を察機してい務改。

事砂韓由務量善指背 手重章治学霊祭普華街

〈中央公隣室聖書草〉

b入霊童 t名

b鱒い苦言t主 主完本力Lソ4翠

官 (84)5241 (夜間のみ〉

結婚50f手を迎え
られたと失鍛ヘ

r盗人議後遺雲間J の-E壊として

総綴30'手唱を迎えられ之さご失憾に認

し、緊張住宅吾、および察社会話霊祉協

議会絞より~~数段慰安時署員量され主主

守ので、震翌初ご3年9p寺 lB~日号手5

41:手8fヲ31Eヨまでの程調ご事霊安襲名れ

だ夫妻譲渡定のお獄、おi丘くの民主主

餐切にらfl5Eヨさまでにこぎ簿絡下点

い。(字上金1語紙言語議会〉

! 職工事説駿 ! 
千意義喜美でi話、 昭和53<手喜重言意気工
事支紋銭竜王釈のときラもつ1']いi:Fマ。

砂舷霊童8 簿記試験 6約25日

後能訴験 91'寺匂Eヨ
，.華襲撃霊祭t首 級主嘉子J官級工諜

I>~華Iít 5fl10B~寸2Bま"C3臼

潟、 干ff; Ø詩集丹 llli告に:')~

炉問い合せ 千票震普翼線三色合静脳部保

管戸，f 慨 (W2 (23) 2722 

.1，1金約!亮n諜
世 (82)1151 内線 233

外翻工業所育機
出綴織助融緩

1寺ぎ干!ぎでは、 績予震主主発明〈号号線〉

{l'3符民主しえさ総人主主UIこ中小工食費量に

主せし、 ヂ監te聖書室費織の 悶1家著書長E
しておりますのT、主主労務i革、在約

Eきして下さし込

B少量塁走邑燦隠 10月318まで

ーか鍵出先 符雲行総務怒総務課

少軽重い言語t主 将務行総務総総務霊童

n03 (111) 1898、禁事選:ζ労働総工
n0472 (23) 2717 

、つつじ経IIJ¥ス
護持時鱒の援護

つつL:主まめ送迎Ii二ZI主主5fヲオEヨ

より14日寺送りのパスガ牧草寺お分

lこ至霊安心t.:iり衰をき。その仰は変重堅

汀あり定ません。

@語専務訂正 己3'手話護予算の銭笠愛

'!艶Z主主題役時11坦取得畿運室長案重要はどJ

Ia:: '隠患者務主主被シタ ド時i車窓待
費王室長急襲撃はどJ(})言葉り1さしだ。

テレホンザ…ピス
電~毛ぞかけるぷと!ことにり、

F告の業務等tfntJり渉す。
ljZBfまT潟筒([)望義務、日監護・

休日|ごi説、 8展望。休日当議護主
主fわかります.(24時閥均能〉

無料法隷相言葉

日時 E五月4Eヨ〈木〉

午前1(指導~午後38春

場議所 給戸市民会童話

飼い合tt守二重襲撃産主要翼線長時総
戸去を語E

ft0473 C6!l} 5141 (代〉

330 




